
○玉名市議会防災会議規程 

平成２９年１１月１０日 

議会訓令第７号 

改正 平成３０年９月２８日議会訓令第２号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、玉名市議会基本条例（平成２９年条例第２２号）第５７条第

２項の規定に基づき、玉名市議会防災会議（以下「防災会議」という。）に関し

必要な事項を定めるものとする。 

（基本方針） 

第２条 防災会議は、災害が発生し、又は発生するおそれがあるとき、迅速かつ的

確に災害に対応できるよう平常時から災害発生時の議会の対応を確認するほか、

本市の災害対策の課題について把握し、並びに本市の防災の在り方について協議

し、及び検討し、並びに必要に応じて市長に対して提言することにより、災害に

強いまちづくりの実現を目指し活動するものとする。 

２ 防災会議の構成員である議員は、議会の防災機能を高めるため、あらゆる機会

を通じて防災に関する知識を習得するとともに、地域の防災訓練等に参加する等、

地域において指導的役割を担い、及び防災意識の啓発を行うよう努めなければな

らない。 

（所掌事項） 

第３条 防災会議は、次に掲げる事務を所掌する。 

(1) 本市の災害対策の監視及び評価に関すること。 

(2) 地域における災害危険個所及び防災課題の把握と解決に関すること。 

(3) 市への災害対策に係る提言に関すること。 

(4) 議会の危機管理体制及び業務継続体制の整備、充実及び強化に関すること。 

(5) 災害発生時の議会の組織及び役割の確認、検証等に関すること。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、議長が必要と認める事項に関すること。 

（組織） 



第４条 防災会議は、全議員をもって組織する。 

（主宰者） 

第５条 防災会議は、議長が主宰する。 

（議長の職務代行） 

第６条 議長に事故があるとき、又は議長が欠けたときは、副議長がその職務を行

う。 

２ 議長及び副議長ともに事故があるとき、又は欠けたときは、次の表の左欄に掲

げる順位の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる者がその職務を行う。 

順位 職務を代行する者 

第１位 議会運営委員長 

第２位 議会運営副委員長 

第３位 総務委員長 

第４位 総務副委員長 

第５位 年長の議員 

（招集） 

第７条 防災会議は、議長が招集する。ただし、一般選挙後、議長が選出されるま

での間は、議会事務局長が招集するものとする。 

（会議） 

第８条 防災会議は、第３条に掲げる事務について協議する。 

２ 議長は、防災会議を代表し、会務を総理する。 

３ 防災会議で協議する事項等は、議長が次条に規定する運営会議に諮って決定す

る。 

４ 議長は、あらかじめ協議する事項等の件名を文書（電子メールを含む。）で示

し、防災会議を招集しなければならない。ただし、緊急を要する場合は、この限

りでない。 

（運営会議） 

第９条 防災会議に、議会としての意思決定に係る事前調整及び協議を行うため、



運営会議を置く。 

２ 運営会議は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 防災会議の運営に関すること。 

(2) 地区組織が所管する区域（以下「所管区域」という。）及び当該地区組織に

所属する議員（以下「地区担当議員」という。）の決定及び変更に関すること。 

(3) 防災会議で協議する事項の集約に関すること。 

(4) 玉名市議会の災害対応に関する基本計画の検討及び見直しに関すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、議長が必要と認める事項に関すること。 

３ 運営会議は、議長、副議長、総務委員長、建設経済委員長、文教厚生委員長及

び議会運営委員長をもって組織する。 

４ 前項の規定にかかわらず、一般選挙後、前項に規定の職にある者が選出される

までの間は、年長の議員、会派の代表者及び会派に属しない議員（以下「無会派

の議員」という。）の代表者をもって組織する。ただし、会派の代表者又は無会

派の議員の代表者が年長の議員である場合は、会派にあっては当該会派に所属す

る議員のうちから、無会派の議員にあっては他の無会派のうちから代理者を指名

し、運営会議に出席させるものとする。 

５ 運営会議は、議長が掌理し、運営会議を招集する。 

６ 議長の職務代行については、第６条の規定を準用する。 

（意見の聴取等） 

第１０条 議長は、必要があると認めるときは、運営会議の構成員以外の者に会議

への出席を求め、意見又は説明を聴くことができる。 

（地区組織） 

第１１条 防災会議に、所管区域の災害対策に係る課題を把握するため、地区組織

を置く。 

２ 議員は、いずれかの地区組織に所属するものとする。 

３ 地区組織は、地区担当議員で組織する。 

４ 所管区域及び地区担当議員は、支所が所管する区域、議員の住所等を考慮して、



一般選挙の都度運営会議が協議により定める。 

５ 地区組織に隊長を置く。 

６ 隊長は、地区組織を掌理し、地区担当議員を統括する。 

７ 隊長は、地区担当議員の互選によってこれを定める。 

８ 運営会議の構成員は、隊長を兼ねることはできない。ただし、議長が必要があ

ると認めるときは、この限りでない。 

９ 隊長に事故があるとき、又は隊長が欠けたときは、地区担当議員のうち年長の

議員がその職務を行う。 

（平３０議会訓令２・一部改正） 

（記録） 

第１２条 議長は、議会事務局の職員をして防災会議の開催日時、協議事項、出席

議員等及び会議の概要を記載した記録を作成させなければならない。 

２ 前項の記録は、議長が保管する。 

（庶務） 

第１３条 防災会議の庶務は、議会事務局において処理する。 

（その他） 

第１４条 この規程に定めるもののほか、防災会議の運営に関し必要な事項は、議

長が定める。 

附 則 

この訓令は、平成２９年１１月１３日から施行する。 

附 則（平成３０年９月２８日議会訓令第２号） 

この訓令は、平成３０年９月２８日から施行する。 

 


